
 
令和５年度 こども園評価について  

                                                                                         朝来市立糸井こども園 
                               
       Ａ：達成している(80％以上) Ｂ：概ね達成している(70％以上) Ｃ：あまり達成していない (50％以上) Ｄ：達成していない(50％未満) 

評  価  項  目 評 価 今 後 の 改 善 に つ い て 
自 己 評 価 の 妥 当 性 
(こども園関係者評価の意見等) 
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運 
 
 
 
 

営 

１ 保護者や外部に教育方針や活動内容をわ
かりやすく伝えている A 

A 

・掲示だけでなくコドモンを利用し行事
等も発信を行い食育では、毎日給食写真や
レシピの発信に取り組み今後も継続する。 
・連絡帳に記入されていることもあり、送
迎の際にもコミュニケーションをとるよ
うにし日々の声を聞き対応しています。  
・地域連携で手話体験、高齢者交流会等地
域に出かけ交流できた。今後も工夫してい
きたい。  
・消防・警察と連携し実施でき普通救急救
命講習は全員取得修了している。  
・養護教諭が配置され、保健指導は定期的
にできた。感染症が流行したため消毒の仕
方や処理の仕方等共通理解に努める。  
・若手職員が研究会の経験が自信となって
いる。キャリアアップ等も実践できるよう
若手職員の育成に取り組みます。  

・園だよりなどこまめに発行されているの
で、園の様子が詳細によくわかる。逆に負
担にならないようにしてほしい。  
・食育についても大事だと思う。ファース
トフード等研究研修し保護者への広報を
してほしい。  
・保護者アンケートには書きにくい「声」
を大事にしてください。  
 
・子どもたちの遊び声が聞こえると地域の
人々も心なごみます。天気の良い日は散歩
に出かけたり外で遊んだりされている。続
けてほしい。  
・子どものことを考えていろいろとされて
いる。  

２ 保護者参観・行事・面談・園だより等開
かれた園づくりをしている A 

３ ＰＴＡや地域との連携を図り、特色ある
教育活動に取り組んでいる A 

４ 園児の健康の把握や健康管理等適切な指
導や対応ができている  A 

５ 防災・不審者の危機管理等、安全指導に
努めている A 

６ 園内の環境美化に努め、施設・設備等の
安全管理を適切に行っている A 

７ 園運営に教職員の意見が反映されている  A 

８ 
職員の資質能力を高めるための研修を十
分に行っている A 
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育 
 
 

課 
 
 

程 

１ 教育目標が自園の実態を把握し、園児や
保護者のニーズにあった内容である  Ａ  

A 

・園児が興味関心をもち、自ら活動できる
ようになってきている。研究会もあり、  
個々の発達理解に取り組み個々に応じた
対応をしながら、保育活動を今後も継続し
取り組みたい。  
・保護者にも内容や10の姿の事なども伝わ
るように掲示やたよりだけでなく工夫を
していく必要がある。  
・幼小連携、地域連携がさらにできるよう  
今後も取り組みたい。運動会にも参加でき
子どもたちもよい経験になり自信にもな
った。  
・行事については子どもたちと一緒に考え
たり、運営したり、指導計画も職員間で連
携する中で作成し保育活動に取り組みた
い。  

・こども園を参観させていただく機会がオ
ープンスクール・運動会・生活発表会と数
少なかったが、それぞれで、子ども主体で
行動できる指導をされています。  
  
 
 
 
 
 
 
 
・季節の伝統行事等も大切にしてほしい。 
 
 

２ 園児の発達に即し、遊びを中心とした体
験的な教育に取り組んでいる Ａ  

３ 生きる力の基礎を身につける指導・工夫
をしている Ａ  

４ 心の教育・道徳性の芽生えを養う指導や
工夫をしている Ａ  

５ 
地域を活かした特色ある教育活動を行っ
ている B 

６ 
保・小・地域等との交流や連携を行い、
保育活動に活かしている Ａ  

７ 

指導計画・行事の作成にあたっては教職
員で話し合っている A 
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育 
 

活 
 

動 

１ 身近な環境に親しみ、自然と触れ合う中で様  
々な事象に関心をもてるよう工夫している  A 

A 

・個々の発達を理解する中で友達と関わり 
伝え合うことや、相手の思いに気づけたり 
できるような援助や、試行錯誤し、協力し
たり互いに学びあえる環境作りを研究す
る中で職員も育ってきています。今後も園
児の発達に応じた遊びの環境・援助等研修
等で学び実践していきたい。  
・身についてきた習慣、態度を今後も職員
の連携をし、継続できるよう取り組んでい
きます。  

・3歳、４歳、５歳と年齢を重ねるにつれ
、園児が相手を思いやる気持ちを持てる
ようになり、「お兄さん」「お姉さん」
に育ってくるのを感じました。  
 
・縁日まつりなどは子どもたちが経験で
きなくなっているのでよかった。また、
保護者会としても、行事に参加しやすい
取り組みだった。 

２ 園児一人一人の発達を明確にし、共に育
ち合える保育になっている A 

３ 生命を大切にする心や、規範意識が芽生
えるよう指導している A 

４ 自分の思いを言葉等で伝え、相手の思いに気
づく力や、伝え合う喜びを培っている  A 

５ 
健康・安全に必要な習慣や態度が身につ
くよう取り組んでいる  A 

※「絵本の読み聞かせをし、本に親しむ指導をしている」等、各園で独自に取り組んでいるものは各園で項目を設定し、評価する 


